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20 2 4 年 度

＜現代システム科学域＞

注 意 事 項

1　問題冊子は、監督者が「解答始め」の指示をするまで開かないこと。

2　問題冊子は全部で 8ページ、解答用紙は全部で 4枚、下書き用紙は全部で 2枚であ

る。脱落のあった場合には申し出ること。

3　解答用紙の各ページ所定欄に、それぞれ受験番号（最後のページは、左右 2箇所）、

氏名を必ず記入すること。なお、解答用紙は上部で接着してあるので、はがさず解答す

ること。

4　解答は、すべて解答用紙の所定欄に記入すること。

5　解答は、「横書き」にすること。

6　解答に字数の制限があるときは、句読点や記号を含めて数えること。

7　解答以外のことを書いたときは、該当箇所の解答を無効とすることがある。

8　問題冊子の余白は下書きに使用してもよい。

9　問題冊子及び下書き用紙は持ち帰ること。
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第 1問

　次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。

　昨今、「正しさは人それぞれ」とか「みんなちがってみんないい」といった言葉や、「現

代社会では価値観が多様化している」「価値観が違う人とは結局のところわかりあえない」

といった言葉が流布しています。このような、「人や文化によって価値観が異なり、それ

ぞれの価値観には優劣がつけられない」という考え方を相対主義といいます。「正しさは

人それぞれ」ならまだしも、「絶対正しいことなんてない」とか、「何が正しいかなんて誰

にも決められない」といったことさえ主張する人もけっこういます。

　こうしたことを主張する人たちは、おそらく多様な他者や他文化を尊重しようと思って

いるのでしょう。そういう善意はよいものではありますが、はたして「正しさは人それぞ

れ」や「みんなちがってみんないい」という主張は、本当に多様な他者を尊重することに

つながるのでしょうか。そもそも、「正しさ」を各人が勝手に決めてよいものなのか。そ

れに、人間は本当にそれほど違っているのかも疑問です。

　たしかに、価値観の異なる人と接触することがなかったり、異なっていても両立できる

ような価値観の場合には、「正しさは人それぞれ」と言っていても大きな問題は生じませ

ん。たとえば、訪ねることも難しい国の人たちがどのような価値観によって生活していて

も、自分には関係がありません。またたとえば、野球が好きな人とサッカーが好きな人

は、スポーツのネタでは話が合わないかもしれませんが、好きなスポーツの話さえしなけ

れば仲良くできるでしょう。サッカーが好きなのは間違っていて、すべての人は野球が好

きでなければならない、なんていうことはありません。

　こうした場面では、「人それぞれ」「みんなちがってみんないい」でよいでしょう。しか

し、世の中には、両立しない意見の中から、どうにかして一つに決めなければならない場

合があります。たとえば、「日本の経済発展のためには原子力発電所が必要だ」という意

見と、「事故が起こった場合の被害が大きすぎるので、原子力発電所は廃止すべきだ」と

いう意見とは、両立しません。どちらの意見にももっともな点があるかもしれませんが、

日本全体の方針を決めるときには、どちらか一つを選ばなければなりません。原子力発電

所を維持するのであれば、廃止した場合のメリットは捨てなければなりません。逆もまた

しかり。「みんなちがってみんないい」というわけにはいかないのです。

　そんなときには、どうすればよいでしょうか。「価値観が違う人とはわかりあえない」

のであれば、どうすればよいのでしょうか。
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　そうした場合、現実の世界では権力を持つ人の考えが通ってしまいます。本来、政治と

は、意見や利害が対立したときに妥協点や合意点を見つけだすためのはたらきなのです

が、最近は、日本でもアメリカでもその他の国々でも、権力者が力任せに自分の考えを実

行に移すことが増えています。批判に対してきちんと正面から答えず、単に自分の考えを

何度も繰り返したり、論点をずらしてはぐらかしたり、権力を振りかざして脅したりしま

す。

　そうした態度を批判するつもりで「正しさは人それぞれだ」とか「みんなちがってみん

ないい」などと主張したら、権力者は大喜びでしょう。なぜなら、もしもさまざまな意見

が「みんなちがってみんないい」のであれば、つまりさまざまな意見の正しさに差がな

いとするなら、選択は力任せに行うしかないからです。「絶対正しいことなんてない」と

か「何が正しいかなんて誰にも決められない」というのであればなおさらです。決定は正

しさにもとづいてではなく、人それぞれの主観的な信念にもとづいて行うしかない。それ

に納得できない人とは話し合っても無駄だから権力で強制するしかない。こういうことに

なってしまいます。

　つまり、「正しさは人それぞれ」や「みんなちがってみんないい」といった主張は、多

様性を尊重するどころか、異なる見解を、権力者の主観によって力任せに切り捨てること

を正当化することにつながってしまうのです。これでは結局、「力こそが正義」という、

困った世の中になってしまいます。それは、権力など持たない大多数の人々（中略）の意

見が無視される社会です。

（中略）

　私は、「正しさは人それぞれ」でも「真実は一つ」でもなく、人間の生物学的特性を前

提としながら、人間と世界の関係や人間同士の間の関係の中で、いわば共同作業によって

「正しさ」というものが作られていくのだと考えています。それゆえ、多様な他者と理解

し合うということは、かれらとともに「正しさ」を作っていくということです。

　これは、「正しさは人それぞれ」とか「みんなちがってみんないい」といったお決まり

の簡便な一言を吐けば済んでしまうような安易な道ではありません。これらの言葉は、

言ってみれば相手と関わらないで済ますための最後通
つうちょう

牒です。みなさんが意見を異にす

る人と話し合った結果、「結局、わかりあえないな」と思ったときに、このように言うで

しょう。「まあ、人それぞれだからね」。対話はここで終了です。

　ともに「正しさ」を作っていくということは、そこで終了せずに踏みとどまり、とこと

ん相手と付き合うという面倒な作業です。相手の言い分を受け入れて自分の考えを変えな

頁 

数
3

8



－ 4－

ければならないこともあるでしょう。それでプライドが傷つくかもしれません。しかし、

傷つくことを嫌がっていては、新たな「正しさ」を知って成長していくことはできませ

ん。

　最近、「正しさは人それぞれ」と並んで、「どんなことでも感じ方しだい」とか「心を傷

つけてはいけない」といった感情尊重の風潮も広まっています。しかし、学び成長すると

は、今の自分を否定して、今の自分でないものになるということです。これはたいへんに

苦しい、ときに心の傷つく作業です。あえていえば、成長するためには傷ついてナンボで

す。若いみなさんには、傷つくことを恐れずに成長の道を進んでほしいと思います。

（出典：山口裕之、『「みんな違ってみんないい」のか？―相対主義と普遍主義の問

題』、筑摩書房、2022年。ただし、引用にあたって一部の表記を省略し、一部を変

更した。）

問 1

　下線部「両立しない意見の中から、どうにかして一つに決めなければならない場合」

には、どのような場合が考えられるか。本文の例とは別の具体例を挙げて、100字以内

で説明しなさい。

（配点　20点）

問 2

　「正しさは人それぞれ」や「みんなちがってみんないい」という主張には、どのよう

な問題があるか。本文全体を通して筆者が指摘する問題について、200字以内で説明し

なさい。

（配点　30点）

問 3

　相対主義の問題点を克服するためにはどうすれば良いか。自らの経験に基づく具体例

を挙げながら、あなたの考えを500字以内で述べなさい。

（配点　50点）

頁 

数
4

8



－ 5－

（余　　白）

頁 

数
5

8



－ 6－

第 2問

　次の「こども基本法」（抜粋）を読んで、あとの問いに答えなさい。

こども基本法（令和四年法律第七十七号、令和五年四月一日施行）

第一章　総則

　（目的）

第‌�一条　この法律は、日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精神にのっとり、次代の

社会を担う全てのこどもが、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人として

ひとしく健やかに成長することができ、心身の状況、置かれている環境等にかかわら

ず、その権利の擁護が図られ、将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実

現を目指して、社会全体としてこども施策に取り組むことができるよう、こども施策に

関し、基本理念を定め、国の責務等を明らかにし、及びこども施策の基本となる事項を

定めるとともに、こども政策推進会議を設置すること等により、こども施策を総合的に

推進することを目的とする。

　（定義）

第�二条　この法律において「こども」とは、心身の発達の過程にある者をいう。

2 ‌�　この法律において「こども施策」とは、次に掲げる施策その他のこどもに関する施策

及びこれと一体的に講ずべき施策をいう。

一‌�　新生児期、乳幼児期、学童期及び思春期の各段階を経て、おとなになるまでの心身

の発達の過程を通じて切れ目なく行われるこどもの健やかな成長に対する支援

二‌�　子育てに伴う喜びを実感できる社会の実現に資するため、就労、結婚、妊娠、出

産、育児等の各段階に応じて行われる支援

三‌�　家庭における養育環境その他のこどもの養育環境の整備

　（基本理念）

第‌�三条　こども施策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。

一�　全てのこどもについて、個人として尊重され、その基本的人権が保障されるととも

に、差別的取扱いを受けることがないようにすること。

二‌�　全てのこどもについて、適切に養育されること、その生活を保障されること、愛さ

れ保護されること、その健やかな成長及び発達並びにその自立が図られることその

他の福祉に係る権利が等しく保障されるとともに、教育基本法（平成十八年法律第

百二十号）の精神にのっとり教育を受ける機会が等しく与えられること。
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三‌�　全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、自己に直接関係する全

ての事項に関して意見を表明する機会及び多様な社会的活動に参画する機会が確保さ

れること。

四‌�　全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、

その最善の利益が優先して考慮されること。

五‌�　こどもの養育については、家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義

的責任を有するとの認識の下、これらの者に対してこどもの養育に関し十分な支援を

行うとともに、家庭での養育が困難なこどもにはできる限り家庭と同様の養育環境を

確保することにより、こどもが心身ともに健やかに育成されるようにすること。

六‌�　家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境を整備するこ

と。

（中略）

第二章　基本的施策

（中略）

　（こども施策に対するこども等の意見の反映）

第�十一条　国及び地方公共団体は、こども施策を策定し、実施し、及び評価するに当たっ

ては、当該こども施策の対象となるこども又はこどもを養育する者その他の関係者の意

見を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。

　（こども施策に係る支援の総合的かつ一体的な提供のための体制の整備等）

第�十二条　国は、こども施策に係る支援が、支援を必要とする事由、支援を行う関係機

関、支援の対象となる者の年齢又は居住する地域等にかかわらず、切れ目なく行われる

ようにするため、当該支援を総合的かつ一体的に行う体制の整備その他の必要な措置を

講ずるものとする。

　（関係者相互の有機的な連携の確保等）

第�十三条　国は、こども施策が適正かつ円滑に行われるよう、医療、保健、福祉、教育、

療育等に関する業務を行う関係機関相互の有機的な連携の確保に努めなければならな

い。

2 ‌�　都道府県及び市町村は、こども施策が適正かつ円滑に行われるよう、前項に規定する

業務を行う関係機関及び地域においてこどもに関する支援を行う民間団体相互の有機的

な連携の確保に努めなければならない。

（後略）
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（出典：「こども基本法」法令検索 e-GOV

https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=504AC1000000077_20230401_000000

000000000　ただし、引用にあたって一部の表記を省略または変更した。）

問 1

　第三条に記されている基本理念に関して、実際にはどのような問題が生じているか。

具体的な事例を一つ挙げて、100字以内で記しなさい。

（配点　20点）

問 2

　問 1で記した事例の問題を解決する対応や方策として、考えられる案を200字以内で

記しなさい。

（配点　30点）

問 3

　問 2で記した提案を実現するために、あなたの意見を表明できる機会が与えられたと

します。その場で意見を表明することを想定し、なぜその提案が良いのかについて、こ

の法律も参照しつつ、500字以内で自らの論を説得的に展開しなさい。

（配点　50点）
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